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現
在
の
切
り
貼
り
さ
れ
て
ア
ル
バ
ム
に
仕
立
て
ら
れ
た
三
井
本
『
孔
子
廟
堂
碑
』
拓
本
を
石
碑
の
状
態
に
復
元
す
る
こ
と
で
、
本
来
の
『
孔
子
廟
堂
碑
』
の
う
ち
の
何
が

残
さ
れ
、
何
が
失
わ
れ
、
ま
た
何
が
加
筆
修
正
さ
れ
た
も
の
か
を
明
確
に
す
る
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
三
井
本
『
孔
子
廟
堂
碑
』
拓
本
の
文
字
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
。

(S
um
m
ary)

By rearranging characters in Rubbing of 

“Stele inscription for K
ong Zi M

ausoleum
 hall, M

itsui collection

”,which has been cut and pasted 

into som
e parts in recent album

 style, and restoring to the original stone m
onum

ent style, it is able to clarify the parts of reserve, lost, and 

correction in the recent style. By this operation, it is attem
pted to com

prehend the content of this epitaph and have a new
 understandings of 

its im
portance.

＊
駒
沢
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
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三
井
本
『
孔
子
廟
堂
碑
』（
図
１
）
は
、
そ
の
名
の
通
り
わ
が
国
の
有
力
財
閥
の

ひ
と
つ
で
あ
る
三
井
家
の
所
有
と
な
り
、
現
在
、
三
井
記
念
美
術
館
（
東
京
・
日

本
橋
）
に
秘
蔵
さ
れ
る
天
下
無
二
の
独
孤
本
で
あ
る
。『
孔
子
廟
堂
碑
』
は
原
石
が

失
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
中
国
に
お
い
て
見
る
こ
と
の
で
き
る
拓
本
は

復
刻
さ
れ
た
石
碑
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。『
孔
子
廟
堂
碑
』
原
石
か
ら
の
最
古
の
拓

本
は
、
数
あ
る
拓
本
の
中
で
も
最
も
尊
重
さ
れ
る
拓
本
で
あ
る
。『
孔
子
廟
堂
碑
』

に
お
け
る
最
古
拓
は
三
井
本
『
孔
子
廟
堂
碑
』
の
一
本
し
か
伝
わ
ら
ず
、
こ
れ
が

天
下
無
二
の
独
孤
本
と
い
わ
れ
る
理
由
で
あ
る
。

　

三
井
家
の
所
有
と
な
る
経
緯
は
、
西
島
慎
一
氏
「
趙
之
謙
と
日
本
」（
注
０
・
１
）

に
詳
し
い
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
『
孔
子
廟
堂
碑
』
拓
本
を
入
手
し
た
の
は
、
新
町
三

井
家
の
第
九
代
当
主
の
三
井
源
右
衛
門
高
堅
（
ふ
つ
う
三
井
高
堅
と
よ
ば
れ
る　

１
８
６
７
―
１
９
４
５
）
で
、
三
井
財
閥
の
要
職
を
歴
任
し
た
一
方
で
、
古
拓
名

帖
の
大
蒐
集
家
と
し
て
も
高
名
で
あ
っ
た
。
三
井
高
堅
の
自
邸
を
聴て
い

冰ひ
ょ
う

閣か
く

と
称

し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
五
百
三
十
余
点
は
聴
冰
閣
本
と
し
て
一
括

さ
れ
、
そ
の
威
容
を
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
三
井
高
堅
が
『
孔
子
廟
堂
碑
』
拓
本
を

入
手
し
た
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
、
明
治
三
十
四
年
（
１
９
０
１
）
か
ら
昭
和

二
年
（
１
９
２
７
）
の
あ
い
だ
で
、
お
そ
ら
く
明
治
末
頃
か
ら
大
正
年
間
に
あ
た

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
頃
の
中
国
は
宣
統
三
年
（
１
９
１
１
）
に
二
百
五
十
年

に
も
及
ん
だ
清
朝
が
終
焉
を
と
げ
、
翌
年
に
は
中
華
民
国
が
成
立
す
る
と
い
う
未

曾
有
の
混
乱
期
の
前
後
十
年
間
に
あ
た
る
。
こ
の
間
は
、
と
く
に
中
国
の
知
識
人

の
わ
が
国
を
含
め
て
国
外
へ
の
亡
命
や
、
国
宝
級
を
含
む
文
物
の
換
金
目
的
に
よ

る
国
外
流
出
な
ど
を
は
じ
め
、
そ
の
状
況
の
顛
末
を
個
々
に
述
べ
る
に
は
枚
挙
に

暇
の
無
い
ほ
ど
の
お
お
き
な
時
代
の
転
換
点
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
時
代
状
況
が
、

三
井
高
堅
の
古
拓
名
帖
の
蒐
集
の
情
熱
と
一
致
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
人
物
・
品

物
・
時
機
・
財
力
の
宜
し
き
を
得
て
の
奇
縁
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
は
、
過
去
に
羅ら

振し
ん

玉ぎ
ょ
く（
１
８
６
６
―
１
９
４
０
）
審
定
に
よ
る
宋
拓
『
孔

子
廟
堂
碑
』（
注
０
・
２
）
の
解
説
を
執
筆
し
た
が
、
こ
れ
も
羅
振
玉
が
京
都
で
亡

命
生
活
を
送
っ
て
い
た
時
期
に
、
中
国
よ
り
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
所
蔵
者
の
秘
匿
を
へ
て
、
平
成
十
七
年
に
再
び
世
上
に
現
れ
現
在
の
所
蔵
者
の

意
向
に
よ
り
公
刊
の
運
び
と
な
っ
た
。
羅
振
玉
審
定
本
は
、
三
井
本
が
独
孤
本
で

あ
る
こ
と
か
ら
同
等
を
求
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
一
等
を
ゆ
ず
る
と
し
て
も

そ
の
貴
重
性
は
何
ら
評
価
を
貶
め
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
こ
の
解

説
執
筆
の
た
め
の
研
究
を
更
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
三
井
本
に
つ
い
て
そ
の
真
相

を
確
か
め
る
よ
う
と
企
図
し
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。

　

従
前
の
研
究
書
が
、
翁お
う

方ほ
う

綱こ
う

を
は
じ
め
と
す
る
過
去
の
研
究
を
点
検
す
る
の
に

と
ど
ま
り
、
ま
た
字
形
の
様
式
美
を
分
析
す
る
こ
と
で
書
法
解
明
に
と
ど
ま
る
も

の
が
多
く
、
い
さ
さ
か
停
滞
の
感
を
ぬ
ぐ
え
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
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と
く
に
従
来
指
摘
さ
れ
る
翁
方
綱
の
研
究
を
点
検
し
て
、
現
在
の
剪
装
本
（
切
り

貼
り
さ
れ
て
ア
ル
バ
ム
に
仕
立
て
ら
れ
た
拓
本
）
と
な
っ
て
い
る
三
井
本
『
孔
子

廟
堂
碑
』
拓
本
を
石
碑
の
原
姿
へ
復
元
を
試
み
る
。
こ
の
こ
と
で
『
孔
子
廟
堂
碑
』

原
石
の
何
が
残
さ
れ
、
何
が
失
わ
れ
、
ま
た
何
が
補
筆
・
補
字
さ
れ
た
も
の
か
を

明
確
に
す
る
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
三
井
本
『
孔
子
廟
堂
碑
』
拓
本
の
文
字
の
内

容
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
の
初
出
は
、
筆
者
が
書
道
研
究
玄
筆
会
『
玄
筆
』
誌
に
連
載
し
た
「
書
美

探
訪
」
第
二
十
一
回
か
ら
第
二
十
四
回
ま
で
の
「
虞
世
南　

孔
子
廟
堂
碑
」
と
題

し
て
執
筆
し
た
小
論
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
筆
・
修
正
を
加
え
て
、
新
た
に
書
き
起

こ
し
た
も
の
で
あ
る
（
注
０
・
３
）。

注
０
・
１
、
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
『
大
東
書
道
研
究
』
第
十
五
号
（
２
０
０
７
）

所
収
。

注
０
・
２
、
羅
振
玉
審
定
・
至
精
宋
拓
『
孔
子
廟
堂
碑
』
養
心
書
道
会
（
２
０
０
５
）

注
０
・
３
、
書
道
研
究
玄
筆
会
（
埼
玉
県
川
越
市
新
宿
町
六
―
十
一
―
二
十
四
）、「
書
美

探
訪
」二
十
一（『
玄
筆
』二
〇
〇
六
年
十
二
月　

第
一
二
九
号
所
載
）・
同
二
十
二（『
玄

筆
』
二
〇
〇
七
年
一
月　

第
一
三
〇
号
所
載
）・
同
二
十
三
（『
玄
筆
』
二
〇
〇
七
年

二
月　

第
一
三
一
号
所
載
）・
同
二
十
四
（『
玄
筆
』
二
〇
〇
七
年
三
月　

第
一
三
二

号
所
載
）。

１
、
虞
世
南
『
孔
子
廟
堂
碑
』
に
つ
い
て

　

―
楷
書
の
古
典
、
虞
世
南
『
孔
子
廟
堂
碑
』
―　

虞
世
南
（
５
５
８
―
６
３
８ 

図
２
）
に
よ
っ
て
揮
毫
者
さ
れ
た
『
孔
子
廟
堂
碑
』（
中
国
で
は
『
夫ふ
う

子し

廟
堂
碑
』

と
い
う
）
は
、
と
く
に
中
国
書
法
に
お
い
て
楷
書
の
古
典
と
し
て
か
な
ら
ず
挙
げ

ら
れ
る
名
品
の
一
つ
で
あ
る
。
虞
世
南
に
、
欧
陽
詢
（
５
５
７
―
６
４
１
）・
褚

遂
良
（
５
９
６
―
６
５
８
）
を
あ
わ
せ
て
初
唐
の
三
大
家
と
称
さ
れ
、
ま
た
顔
真

卿
（
７
０
９
―
７
８
５
）
を
く
わ
え
て
唐
の
四
大
家
と
称
さ
れ
て
書
の
名
人
に
挙

げ
ら
れ
た
。

　
『
孔
子
廟
堂
碑
』
は
、
唐
太
宗
の
勅
命
に
よ
る
孔
子
廟
堂
修
築
（
貞
観
二
年　

６
２
８
）
に
と
も
な
っ
て
建
立
さ
れ
た
。
建
碑
後
す
ぐ
の
貞
じ
ょ
う

観が
ん

年
間
中
に
罹
災
し
、

則
天
武
后
の
と
き
に
重
刻
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
失
わ
れ
た
。
こ
の
の
ち
宋
に
な
っ

て
覆
刻
さ
れ
た
陝せ
ん

西せ
い

本ぼ
ん

（
陝
本
・
西
廟
堂
碑
と
も
い
う　

い
ま
西
安
碑
林
に
あ
る 

図
２
）
と
、
城
じ
ょ
う

武ぶ

本ぼ
ん

（
東
廟
堂
碑
と
も
い
う
）
が
あ
る
。
現
在
、
出
版
さ
れ
て
紹

介
さ
れ
る
多
く
は
、
い
ま
我
が
国
の
三
井
記
念
美
術
館
所
蔵
本
の
も
の
で
、
清
朝

の
碩
学
で
あ
る
翁
方
綱
が
貞
観
の
原
石
拓
本
と
審
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
孔
子
廟
堂
碑
』に
お
け
る
書
美
は
、円
満
で
平
穏
な
美
で
あ
る
。『
孔
子
廟
堂
碑
』

と
、
よ
く
比
較
対
照
さ
れ
る
も
の
に
欧
陽
詢
『
九
成
宮
醴
泉
銘
』
が
あ
る
。
欧
陽

詢
の
書
法
は
、
謹
厳
で
荘
重
な
美
で
あ
る
。
一
見
す
る
と
虞
世
南
の
書
は
女
性
的

で
、
欧
陽
詢
の
書
は
男
性
的
と
も
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
短
句
で
は
両
者
の
内
在
す

る
美
の
深
層
を
到
底
言
い
あ
て
る
も
の
で
は
な
い
。
筆
者
は
過
去
に『
臨
書
探
訪
』

（
注
１
・
１
）
と
題
し
て
日
中
の
百
人
の
能
書
家
に
よ
る
古
典
臨
書
に
つ
い
て
執
筆

し
た
が
、
つ
い
に
『
孔
子
廟
堂
碑
』
の
臨
書
に
巡
り
逢
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
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れ
に
比
べ
て
、『
九
成
宮
醴
泉
銘
』
な
ど
欧
陽
詢
の
手
に
な
る
碑
の
臨
書
は
二
例
が

あ
っ
た
。
こ
の
理
由
を
思
量
す
る
と
、『
孔
子
廟
堂
碑
』
は
『
九
成
宮
醴
泉
銘
』
に

比
べ
て
特
徴
が
捕
ら
え
に
く
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け『
孔
子
廟
堂
碑
』

は
美
の
要
素
が
複
雑
で
あ
り
、
難
解
な
も
の
と
も
い
え
る
。

　

―
『
孔
子
廟
堂
碑
』
へ
の
評
語
―　
『
孔
子
廟
堂
碑
』
の
揮
毫
年
は
書
か
れ
な

い
も
の
の
、
碑
に
あ
る
虞
世
南
の
官
職
（
太
子
中
舎
人
・
著
作
郎
）
か
ら
、
ま
た

碑
文
中
に
あ
る
「
武
徳
九
年
十
二
月
二
十
九
日
。
有
詔
。」
か
ら
、
貞
観
元
年

（
６
２
７
）
以
後
の
虞
世
南
七
十
歳
か
ら
七
十
三
歳
の
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
る

（
注
１
・
２
）。
碑
に
対
す
る
評
語
は
、
唐
の
張
ち
ょ
う

懐か
い

瓘か
ん

に
よ
っ
て
言
及
（『
書
断
』
中
、

虞
世
南
の
条
。
注
１
・
３
）
さ
れ
、「
虞ぐ

は
即す
な
はち
内う
ち

に
剛ご
う

柔じ
ゅ
うを
含ふ
く

み
、
欧お
う

は
即す
な
はち
外

外そ
と

に
筋き
ん
こ
つ骨

を
露あ
ら

は
す
。
君く
ん
し子

は
器き

を
蔵ぞ
う

す
。
虞ぐ

を
以も

っ
て
優ゆ
う

と
な
す
。」
…
…
虞

世
南
の
書
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
剛
と
柔
を
秘
め
て
い
る
。
欧
陽
詢
の
書
は
見
え

る
と
こ
ろ
に
筆
力
と
構
造
が
あ
る
。
人
の
あ
る
べ
き
姿
は
、
そ
の
能
力
に
う
ぬ
ぼ

れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
よ
っ
て
虞
書
を
上
等
と
す
る
。
…
…
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

　

張
懐
瓘
は
生
卒
不
詳
の
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
官
歴
に
よ
っ
て
玄
宗
か
ら
代
宗

の
こ
ろ（
７
１
２
―
７
７
９
）に
活
躍
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
張
懐
瓘
が『
書

断
』
を
著
し
た
の
は
開
元
十
五
年
（
７
２
７
）
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
虞
世
南
が

『
孔
子
廟
堂
碑
』
を
書
丹
（
碑
文
を
書
く
こ
と
）
し
て
か
ら
百
年
ほ
ど
の
後
の
評

語
で
あ
る
。『
書
断
』
の
内
容
は
、
書
体
論
・
能
書
家
の
品ひ
ん

第だ
い

（
序
列
を
つ
け
る
こ

と
）、
そ
し
て
人
物
紹
介
で
あ
る
。
品
第
の
内
容
は
、
神し
ん

品ぴ
ん

（
二
十
五
人
）・
妙
み
ょ
う

品ひ
ん

（
九
十
八
人
）・
能の
う

品ひ
ん

（
一
百
七
人
）
に
区
分
し
、
神
品
が
最
高
の
評
価
で
あ
る
。

書
体
ご
と
に
人
名
を
挙
げ
て
い
る
た
め
重
複
が
あ
り
、
人
物
だ
け
で
見
る
と

一
百
七
十
四
人
に
な
る
。
虞
世
南
の
書
は
、
妙
品
の
楷
書
（
注
１
・
４
）
と
草
書

に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
虞
世
南
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
欧
陽
詢
は
妙
品
の
楷
書
・
行
書
・

草
書
、
く
わ
え
て
能
品
の
大
篆
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
張
懐
瓘
が
活
躍
し
た
当
時

の
評
価
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ま
で
は
欧
陽
詢
の
大
篆
な
ど
は
見
な
い
も
の
で
あ

る
が
、
欧
陽
詢
が
諸
体
を
よ
く
し
た
の
に
比
べ
て
虞
世
南
の
得
意
の
書
体
は
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
楷
書
の
神
品
に
挙
げ
ら
れ
た
の
は
鍾
繇
・

王
羲
之
・
王
献
之
の
三
人
で
、
当
時
の
書
へ
の
認
識
を
よ
く
示
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

注
１
・
１
、『
玄
筆
』（
一
九
九
六
年
五
月
）
第
二
号
―
『
玄
筆
』（
二
〇
〇
四
年
八
月
）
第

一
〇
一
号
所
載
。

注
１
・
２
、
皇
太
子
の
李
世
民
は
、
武
徳
九
年
六
月
に
父
帝
の
高
祖
よ
り
譲
位
さ
れ
て
太

宗
と
な
っ
た
。
武
徳
九
年
十
二
月
二
十
九
日
は
旧
暦
の
大
晦
日
で
翌
日
は
貞
観
元
年

に
あ
た
り
、
虞
世
南
に
よ
る
碑
の
作
文
・
揮
毫
は
貞
観
元
年
以
後
と
考
え
ら
れ
る
。

注
１
・
３
、
張
彦
遠
『
法
書
要
録
』
巻
八　

所
収

注
１
・
４
、『
書
断
』
で
は
、
楷
書
の
こ
と
を
「
隷
書
」
と
し
、
隷
書
は
「
八
分
」
と
し
て

い
る
。
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２
、
虞
世
南
の
人
物
像

　

―
虞
世
南
が
生
き
た
時
代
―　
『
孔
子
廟
堂
碑
』
を
撰
文
し
、
ま
た
揮
毫
者
で

あ
る
虞
世
南
が
生
き
た
時
代
に
つ
い
て
見
て
ゆ
こ
う
（
注
２
・
１
）。
虞
世
南
は
、

陳
（
南
朝
）
の
永え
い

定て
い

二
年
（
５
５
８
）
に
生
ま
れ
、
字
を
伯は
く

施し

と
い
っ
た
。
越え
つ

州し
ゅ
う

餘よ

姚よ
う

（
い
ま
の
浙
江
省
余
姚
市
）
の
出
身
と
さ
れ
る
。
虞
世
南
が
生
を
受
け
、

青
年
時
代
を
お
く
っ
た
南
北
朝
時
代
は
、
北
朝
（
五
胡
十
六
国
）
に
お
い
て
は
北

方
民
族
が
勢
力
を
伸
ば
し
、
く
わ
え
て
諸
国
の
建
国
と
滅
亡
が
繰
り
返
さ
れ
、
南

朝
（
六
朝
）
に
お
い
て
は
六
つ
の
王
朝
が
短
期
間
に
交
代
し
た
、
三
世
紀
後
半
か

ら
六
世
紀
後
半
に
か
け
て
の
三
百
年
ほ
ど
の
期
間
に
あ
た
る
。

　

―
虞
世
南
の
家
系
―　

虞
世
南
の
家
系
は
、
曽
祖
父
の
虞ぐ

権け
ん

（
梁
の
人
）
ま
で

知
ら
れ
る
。
虞
権
、
そ
し
て
祖
父
の
虞ぐ

検け
ん

（
梁
の
人
）
ま
た
父
の
虞ぐ

荔れ
い

（
５
０
３

―
５
６
１
）
と
、
三
代
に
わ
た
っ
て
梁
朝
に
出
仕
し
て
い
た
。
虞
荔
は
古
典
に
精

通
し
て
作
文
を
よ
く
し
て
武
官
（
梁
西
中
郎
行
参
軍
・
法
曹
外
兵
参
軍
な
ど
）
を

歴
任
し
、
の
ち
に
皇
帝
直
属
の
文
官
（
通
直
散
騎
侍
郎
・
中
書
舎
人
な
ど
）
に
転

任
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
曽
祖
父
・
祖
父
・
父
の
伝
記
か
ら
、
門
閥
貴
族
の
家
柄

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
虞
家
は
、
代
々
に
わ
た
り
武
官
で
あ
り
文
学
に

も
通
じ
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
書
聖
と
い
わ
れ
た
王
羲
之
な
ど
も
門
閥
貴
族

で
あ
っ
た
が
、右ゆ
う

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

（
右
軍
将
軍
と
も
い
う
）
を
兼
任
し
た
の
と
同
様
で
あ
る
。

の
ち
に
虞
荔
は
、
梁
朝
滅
亡
を
へ
て
陳
朝
に
出
仕
し
て
重
臣
（
太
子
中
庶
子
・
侍

太
子
読
書
な
ど
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

―
虞
世
南
の
成
長
―　

虞
世
南
は
、
虞
家
の
習
い
に
し
た
が
い
幼
少
よ
り
学
問

や
書
に
親
し
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
虞
世
南
の
性
格
は
、「
沈ち
ん

静せ
い

寡か

欲よ
く

（
も
の
し
ず
か

で
、
執
着
が
な
か
っ
た
）」
と
書
か
れ
て
い
る
。
兄
の
虞ぐ

世せ
い

基き

と
と
も
に
学
問
を

顧こ

野や

王お
う

（
注
２
・
２
）
に
つ
い
て
修
め
る
こ
と
十
余
年
、
そ
の
様
子
は
学
ぶ
こ
と

に
熱
中
し
て
風
呂
に
入
ら
ず
髪
を
整
え
な
い
ま
ま
に
二
十
日
を
す
ご
し
た
と
あ
る
。

ま
た
作
文
は
徐じ
ょ

陵り
ょ
う（

注
２
・
３
）
に
私
淑
し
て
、
の
ち
に
徐
陵
も
こ
れ
を
認
め
た

ほ
ど
に
、
そ
の
文
章
力
が
評
価
さ
れ
た
。
書
は
、
同
郷
の
智ち

永え
い

を
師
と
し
て
王
羲

之
を
学
ん
で
、
書
名
を
高
く
し
た
と
さ
れ
る
（
注
２
・
４
）。

　

―
徳
行
の
人
、
虞
世
南
―　

虞
世
南
の
任
官
は
、
兄
と
と
も
に
陳
朝
に
出
仕
し

た
こ
と
に
始
ま
り
、
隋
朝
で
は
兄
弟
と
も
に
請
わ
れ
て
煬よ
う

帝だ
い

に
仕
え
た
。
世
南

五
十
歳
か
ら
六
十
歳
頃
に
あ
た
り
、
秘
書
郎
・
起
居
舎
人
な
ど
に
任
官
し
た
。
た

だ
世
南
の
「
峭
し
ょ
う

正せ
い

（
厳
正
な
こ
と
）」
な
性
格
は
煬
帝
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、

昇
位
し
な
い
ま
ま
十
年
を
過
ご
し
て
い
る
。
ぎ
ゃ
く
に
兄
の
虞
世
基
は
、
隋
の
煬

帝
の
近
侍
と
な
り
累
進
し
て
栄
誉
栄
達
を
誇
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
が
災
い
し
て
隋

滅
亡
に
際
し
て
は
、
そ
の
責
め
を
負
っ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
と
き
虞
世
南

は
兄
に
代
わ
っ
て
処
刑
を
受
け
る
こ
と
を
願
い
出
て
助
命
を
嘆
願
し
、
虞
世
南
の

兄
に
対
す
る
深
い
真
情
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
煬
帝
に
招
か
れ
た
と
き
も
最
初
は

老
母
へ
の
孝
養
を
理
由
に
固
辞
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
格
別
の
肉
親
へ
の
情
愛
は
、

幼
い
と
き
の
父
と
の
死
別
が
虞
世
南
の
人
格
の
形
成
に
つ
よ
い
影
響
を
与
え
た
と

思
わ
れ
る
。
父
の
虞
荔
が
亡
く
な
っ
た
天て
ん

嘉か

二
年
（
５
６
１
）
は
、
虞
世
南
四
歳

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
虞
世
南
を
諫か
ん

言げ
ん

（
皇
帝
に
直
言
す
る
こ
と
）
の
側
近

と
し
て
厚
く
信
頼
し
た
唐
の
太
宗
は
、
虞
世
南
の
五
絶
（
い
つ
つ
の
優
れ
た
点
）
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と
し
て
賞
賛
し
、
徳
行
・
忠
直
・
博
学
・
文
辞
・
書
翰
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
最
初
の
徳
行
は
、
も
っ
と
も
太
宗
が
人
物
と
し
て
信
頼
を
寄
せ
た
一
番
の
理
由

と
考
え
ら
れ
る
。

　

―
最
晩
年
に
活
躍
し
た
虞
世
南
―　

唐
朝
で
は
、
皇
太
子
の
李り

世せ
い

民み
ん

（
の
ち
の

太
宗　

５
９
９
―
６
４
９
）
に
登
用
さ
れ
て
秦
府
参
軍
・
太
子
中
舎
人
に
任
官
し

た
。
李
世
民
が
二
十
三
歳
で
皇
帝
に
即
位
す
る
と
、
著
作
郎
と
な
り
弘
文
館
学
士

を
兼
任
し
た
。
こ
の
と
き
、
虞
世
南
は
七
十
歳
に
な
っ
て
い
た
。
虞
世
南
が
『
孔

子
廟
堂
碑
』
を
作
文
・
揮
毫
し
た
の
は
、
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
の
ち
秘
書
監

に
う
つ
り
、
永
興
県
公
を
叙
爵
さ
れ
た
。
貞
観
十
二
年
（
６
３
８
）
八
十
一
歳
で

亡
く
な
る
と
礼
部
尚
書
が
追
贈
さ
れ
、
ま
た
文ぶ
ん

懿い

を
諡
お
く
り
なさ

れ
て
国
家
へ
の
貢
献
を

顕
彰
さ
れ
た
。
亡な
き

骸が
ら

は
太
宗
の
陵
墓
と
し
て
準
備
さ
れ
て
い
た
昭
し
ょ
う

陵り
ょ
うに
倍
葬
さ
れ

て
、
幽
界
に
あ
っ
て
も
太
宗
の
近
侍
と
さ
れ
た
。

注
２
・
１
、
虞
世
南
の
伝
記
は
、『
旧
唐
書
』（
巻
七
二
）・『
新
唐
書
』（
巻
一
〇
二
）
の
虞
世

南
伝
、
ま
た
『
資
治
通
鑑
』（
巻
一
八
九
・
一
九
一
）・『
唐
会
要
』（
巻
六
五
）
な
ど
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

注
２
・
２
、
顧
野
王
（
５
１
９
―
５
８
１
） 

、
南
朝
の
梁
・
陳
の
学
者
。
著
に
『
玉
篇
』『
輿

地
志
』
が
あ
る
。

注
２
・
３
、
徐
陵
（
５
０
７
―
５
８
３
）、
南
朝
の
梁
・
陳
の
文
人
。
文
章
に
優
れ
庾
信

と
並
び
称
さ
れ
、そ
の
文
体
は
徐
庾
体
と
よ
ば
れ
た
。
著
に『
玉
台
新
詠
』『
徐
孝
穆
集
』

が
あ
る
。

注
２
・
４
、
王
羲
之
の
書
を
学
ん
だ
記
述
に
つ
い
て
は
、『
新
唐
書
』
に
は
載
せ
ら
れ
て
い

な
い
。

３
、『
孔
子
廟
堂
碑
』
拓
本
と
翁
方
綱

　

―
『
孔
子
廟
堂
碑
』
拓
本
と
翁
方
綱
―　
『
孔
子
廟
堂
碑
』
は
、
三
井
記
念
美

術
館
所
蔵
本
が
つ
と
に
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
臨り
ん

川せ
ん

李り

氏し

旧
蔵
本
（
注
３
・
１
）

と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
唐
碑
最
旧
拓
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え
を
確
定

し
た
の
は
、
清
朝
中
期
に
活
躍
し
た
翁
方
綱
（
１
７
３
３
―
１
８
１
８
）
で
あ
る
。

翁
方
綱
は
、復
刻
本
と
し
て
当
時
い
っ
ぱ
ん
に
伝
わ
っ
て
い
た
陝
西
本（
注
３
・
２
）

と
城
武
本
（
注
３
・
３
）
と
を
比
較
検
討
し
て
、唐
碑
か
ら
の
直
接
の
拓
本
で
あ
り
、

さ
ら
に
建
立
さ
れ
た
当
初
の
碑
か
ら
の
最
初
拓
と
審
定
し
た
。
翁
方
綱
は
、
四
度

に
わ
た
り
詳
細
な
研
究
を
試
み
て
い
る
。
最
初
の
研
究
は
翁
方
綱
七
十
五
歳

（
１
８
０
７
）
の
と
き
で
三
十
日
を
費
や
し
て
熱
中
専
心
し
た
も
の
で
、
七
十
九

歳
・
八
十
一
歳
・
八
十
二
歳
の
と
き
に
も
考
証
を
く
わ
え
て
い
る
。
碑
文

二
千
十
七
字
の
す
べ
て
を
精
査
し
て
、
こ
の
う
ち
唐
刻
つ
ま
り
原
碑
拓
は

千
四
百
四
十
六
字
と
し
、
ほ
か
は
陝
西
本
旧
拓
に
よ
る
補
欠
ま
た
は
描
摸
（
加
筆

に
よ
る
作
字
）
と
い
う
見
極
め
を
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
て
翁
方
綱
自
身
が
重
要
で
あ
る
と
し
た
指
摘
が
あ
る
、
そ
れ
は
陝

西
本
よ
り
城
武
本
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
前
提
で
、
こ
の
こ
と
は
拓
本
跋
文
に
書

か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
じ
っ
さ
い
の
翁
方
綱
に
よ
っ
て
書
き
込
ま
れ
た
文
字

の
検
討
の
結
果
は
陝
西
本
の
援
用
の
み
が
指
摘
さ
れ
て
、
城
武
本
を
指
摘
す
る
と

こ
ろ
は
な
い
。
翁
方
綱
が
指
摘
し
た
城
武
本
の
例
証
は
、
字
様
説
明
の
根
拠
と
し
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た
箇
所
が
二
条
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

―
三
井
本
『
孔
子
廟
堂
碑
』
拓
本
の
伝
来
―　

三
井
本
『
孔
子
廟
堂
碑
』
拓
本

の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
翁
方
綱
に
よ
っ
て
拓
本
跋
文
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

は
鑑
賞
・
鑑
蔵
印
に
周
し
ゅ
う

雪せ
つ

坡は

・
康こ
う

里り

氏し

・
康こ
う

里り

傅ふ

脩し
ゅ
うが
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
康
里
傳
脩
に
つ
い
て
は
康こ
う

里り

不ふ

花か

の
こ
と
で
、
元
の
著
名
な
文
人

で
あ
る
康こ
う

里り

子し

山ざ
ん

（
巙き

巙き

）
の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
を
断
定
し
て
い
る
。
翁
方
綱
は
、

康
里
子
山
が
虞
世
南
の
書
を
よ
く
し
た
こ
と
を
判
断
の
理
由
と
し
た
。
そ
の
後
の

こ
と
は
詳
し
く
書
か
れ
ず
、
李り

宗そ
う

瀚か
ん

の
所
蔵
を
記
し
て
い
る
。
李
宗
瀚
の
入
手
し

た
年
に
つ
い
て
は
翁
方
綱
跋
文
に
嘉か

慶け
い

辛し
ん

未み

の
夏
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
八
一
一

年
の
こ
と
で
李
宗
瀚
四
十
三
歳
に
あ
た
る
。
翁
方
綱
が
最
初
に
跋
文
を
残
し
た
と

き
は
、ま
だ
李
宗
瀚
の
所
有
で
は
な
か
っ
た
。
二
度
目
は
七
十
九
歳
（
１
８
１
１
）

の
六
月
に
跋
文
を
残
す
が
、
こ
の
と
き
所
蔵
者
は
李
宗
瀚
に
な
っ
て
い
た
。
拓
本

の
余
紙
部
分
に
詳
細
な
検
討
の
跋
文
を
残
し
た
の
は
八
十
一
歳
（
１
８
１
３
）
の

と
き
の
こ
と
で
、
さ
ら
に
城
武
本
と
対
校
は
八
十
二
歳
（
１
８
１
４
）
の
と
き
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
八
十
一
歳
の
と
き
の
検
討
は
陝
西
本
に
よ
る
も
の

と
推
測
さ
れ
る
（
注
３
・
４
）。

　

―
三
井
本
『
孔
子
廟
堂
碑
』
拓
本
の
翁
方
綱
の
研
究
―　

こ
ん
ど
は
実
際
に
拓

本
に
残
さ
れ
た
翁
方
綱
の
書
き
込
み
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
各
頁
に
わ
た
っ

て
多
数
あ
る
が
、そ
の
指
摘
は
以
下
の
四
点
に
大
別
で
き
る
。
第
一
点
（
図
３
Ａ
）

は
、
描び
ょ
うま

た
は
描
び
ょ
う

補ほ

（
拓
本
に
書
き
加
え
を
施
し
た
も
の
）・
描
び
ょ
う

失し
つ

（
拓
本
に
書

き
加
え
て
悪
く
し
た
も
の
）。
第
二
点
（
図
３
Ｂ
）
は
、陝
本
ま
た
は
陝
本
補
（
陝

西
本
か
ら
補
っ
た
も
の
）。
第
三
点
（
図
３
Ｃ
）
は
、
妄も

う

改か
い

ま
た
は
妄も
う

添て
ん

（
あ
や

ま
っ
た
貼
り
こ
み
）。
第
四
点
（
図
３
Ｄ
）
は
、唐と
う

本ほ
ん・
唐と
う

石せ
き

ま
た
は
真し
ん・
真し
ん

本ぽ
ん
（
唐

代
の
原
拓
）
で
あ
る
。

　

図
３
は
右
か
ら
翁
方
綱
の
書
き
込
み
、
三
井
本
『
孔
子
廟
堂
碑
』
拓
本
の
文
字
、

参
考
と
し
て
陝
西
本
を
の
せ
て
比
較
の
対
象
と
す
る
。
こ
こ
で
は
一
部
を
と
り
あ

げ
た
が
、
二
玄
社
『
原
色
法
帖
選
』
第
十
二
巻
は
完
全
複
製
を
し
て
翁
方
綱
跋
文

の
す
べ
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

注
３
・
１
、
臨
川
李
氏
は
、
李
宗
瀚
（
１
７
６
９
―
１
８
３
１
）
の
こ
と
。
江
西
省
臨
川

県
の
出
身
。
祖
父
・
父
の
代
よ
り
収
蔵
家
と
し
て
有
名
。
蔵
拓
の
う
ち『
孔
子
廟
堂
碑
』

『
孟
法
師
碑
』『
啓
法
寺
碑
』『
善
才
寺
碑
』
は
、
李
氏
四
宝
と
称
さ
れ
た
名
品
で
あ
る
。

注
３
・
２
、
陝
西
本
（
長
安
本
・
西
廟
堂
碑
と
も
い
う
）
は
、
唐
末
・
五
代
の
と
き
の
王

彦
超
に
よ
る
重
刻
碑
の
拓
本
。
陝
西
省
博
物
館
碑
林
第
三
室
に
現
存
す
る
。
近
刊
に
、

羅
振
玉
審
定
・
至
精
宋
拓
『
孔
子
廟
堂
碑
』
養
心
書
道
会
（
２
０
０
５
）
が
あ
る
。

注
３
・
３
、
城
武
本
（
西
廟
堂
碑
と
も
い
う
）
は
、
宋
代
の
重
刻
碑
の
拓
本
。
山
東
省
武

県
に
現
存
す
る
。

注
３
・
４
、
翁
方
綱
の
研
究
成
果
は
、『
孔
子
廟
堂
碑
考
』
二
巻
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

ま
た
『
復
初
斎
文
集
』
に
『
孔
子
廟
堂
碑
』
拓
本
に
か
ん
す
る
文
章
五
種
が
あ
る
。

さ
ら
に
『
孔
子
廟
堂
碑
』
拓
本
を
テ
ー
マ
に
し
た
詩
一
四
種
を
『
復
初
斎
詩
集
』
に

み
る
こ
と
が
で
き
る
。



―　　―18

４
、三
井
本
『
孔
子
廟
堂
碑
』
の
真
相

　

―
三
井
本
『
孔
子
廟
堂
碑
』
を
復
元
す
る
―　

翁
方
綱
に
よ
っ
て
詳
細
に
点
検

さ
れ
た
研
究
成
果
を
、
筆
者
は
も
う
一
歩
す
す
め
て
三
井
本
『
孔
子
廟
堂
碑
』
の

復
元
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
（
図
４
）。
つ
ま
り
現
在
の
剪せ
ん

装そ
う

本ほ
ん

（
拓
本
を
行
ご

と
に
切
っ
て
ア
ル
バ
ム
に
仕
立
て
た
も
の
）
を
も
と
に
し
て
、
整せ
い

本ほ
ん

（
石
碑
そ
の

ま
ま
の
拓
本
）
に
戻
し
て
み
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、『
孔
子

廟
堂
碑
』
が
重
刻
さ
れ
た
も
の
で
、
原
碑
（
最
初
に
建
て
ら
れ
た
碑
）
は
失
わ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
有
力
な
手
が
か
り
に
な
る
の
が
、
い
ま
西
安
碑
林
に
あ
る
陝せ
ん

西せ
い

本ぼ
ん

（
陝
本
・
西
廟
堂
碑
と
も
い
う
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
石
碑
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
の
で
、
も
と
の
虞
世
南
の
字
姿
か
ら
は
訛か

変へ
ん

（
悪
く
変
化
す
る
こ
と
）
し
て
も
、

碑
の
一
行
の
字
数
や
行
数
な
ど
形
式
だ
け
は
継
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
陝
西
本
を
も
と
に
し
て
、
翁
方
綱
が
指
摘
さ
れ
た
陝
西
本
に
よ
っ
て
補
わ

れ
た
文
字
（
翁
方
綱
は
陝
本
・
陝
本
補
と
指
摘
し
て
い
る
）
を
点
検
す
る
。
手
順

と
し
て
は
パ
ソ
コ
ン
の
画
像
処
理
ソ
フ
ト
に
陝
西
本
を
ス
キ
ャ
ン
（
読
み
取
り
）

し
て
、
こ
れ
に
白
丸
（
○
）
を
入
れ
た
。
図
版
４
の
白
丸
部
分
が
陝
西
本
か
ら
補

っ
た
部
分
で
、
つ
ま
り
こ
れ
以
外
が
原
拓
に
あ
る
文
字
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
掲

載
の
図
版
で
は
す
こ
し
見
に
く
い
が
、
文
字
に
四
角
（
□
）
を
入
れ
た
と
こ
ろ
は

拓
本
の
文
字
に
補
筆
（
書
き
加
え
）
を
施
し
た
箇
所
（
翁
方
綱
は
描
・
描
補
・
描

悪
と
指
摘
し
て
い
る
）
で
あ
る
。

―
復
元
し
た
三
井
本
『
孔
子
廟
堂
碑
』
を
観
る
―　

図
版
の
復
元
本
十
行
目
下
部

か
ら
十
一
行
目
と
十
二
行
目
上
半
ま
で
の
欠
字
の
箇
所
、
ま
た
十
六
行
目
下
部
か

ら
十
七
行
目
と
十
八
行
目
上
部
ま
で
の
欠
字
の
箇
所
、
こ
の
二
箇
所
は
原
碑
の
損

傷
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
文
字
が
連
続
し
て
傷
を
う
け
る
こ
と
は
、
何
ら
か

の
理
由
で
原
碑
に
刻
さ
れ
た
文
章
が
削
ら
れ
た
の
で
な
け
れ
ば
、
あ
り
え
な
い
こ

と
だ
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
（
遠
藤
）
は
、
こ
れ
ら
は
剪
装
本
に
仕
立
て
ら
れ
た
の

ち
、
ペ
ー
ジ
ご
と
脱
落
し
た
の
で
は
と
推
測
す
る
。
剪
装
本
は
紙
と
糊
で
貼
り
合

わ
せ
て
作
ら
れ
て
い
る
の
で
年
月
を
経
て
古
く
な
る
と
ペ
ー
ジ
途
中
で
ば
ら
ば
ら

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
格
別
に
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

　

二
十
五
行
目
か
ら
二
十
九
行
目
に
か
け
て
の
下
部
に
ま
と
ま
っ
て
あ
る
欠
字
は
、

お
そ
ら
く
原
碑
の
損
傷
と
思
わ
れ
る
。
碑
は
縦
長
に
石
を
整
形
し
設
置
す
る
こ
と

か
ら
下
部
に
な
る
ほ
ど
傷
が
つ
き
や
す
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
補
筆
を
施
し
た
箇

所
は
碑
全
体
に
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
二
十
四
行
か
ら
二
十
九
行
目
に
か
け
て
の

下
半
に
は
補
筆
の
文
字
が
多
数
あ
っ
て
欠
字
の
箇
所
を
あ
わ
せ
る
と
、
二
十
四
行

か
ら
二
十
九
行
目
に
損
傷
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

三
十
行
目
か
ら
最
終
の
三
十
四
行
目
の
連
続
し
た
欠
字
は
ペ
ー
ジ
の
脱
落
と
考

え
ら
れ
る
が
、
わ
ず
か
に
原
碑
の
文
字
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
原
碑
が
お
お
き
く

損
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

二
行
目
の
司
徒
并
州
牧
太
子
左
千
牛
率
兼
検
校
安
北
大
都
護
相
王
旦
書
碑
額

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に

あ
る
相
王
旦
は
、 

李り

旦た
ん

（
則
天
武
后
の
子
、
の
ち
の
睿
宗
。
６
６
２
―
７
１
６
）

の
こ
と
で
、
李
旦
に
よ
っ
て
碑
額
の
加
筆
が
お
こ
な
わ
れ
文
章
が
追
刻
さ
れ
た
。

李
旦
が
安
国
相
王
と
な
っ
た
の
は
七
〇
五
年
か
ら
七
一
〇
年
の
あ
い
だ
の
こ
と
で
、

虞
世
南
が
六
三
八
年
に
亡
く
な
っ
て
の
ち
七
十
年
ほ
ど
の
ち
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
翁
方
綱
に
よ
れ
ば
、
一
行
目
の
孔
子
廟
堂
碑

4

4

4

4

4

に
つ
い
て
も
追
刻
と
し
て
い

る
（『
孔
子
廟
堂
碑
考
』
に
拠
る
）。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
一
行
目
と
二
行
目
に
文
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字
が
刻
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
原
碑
で
あ
る
こ
と
の
重
大
な
証
明
と
な
っ
て
い

る
。

　

―
復
元
三
井
本
『
孔
子
廟
堂
碑
』
か
ら
わ
か
る
こ
と
―　

こ
う
し
て
復
元
し
て

欠
字
箇
所
と
補
筆
箇
所
を
点
検
し
て
み
る
と
、
欠
字
箇
所
と
補
筆
箇
所
を
除
い
て

残
さ
れ
て
い
る
文
字
に
は
損
傷
が
少
な
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
と
く
に
原
碑
の

二
十
四
行
か
ら
二
十
九
行
目
の
下
部
を
除
い
た
部
分
と
、
三
十
行
目
か
ら
最
終
行

ま
で
を
除
い
て
は
痛
み
が
大
変
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
翁
方
綱
の
検
証
を
追
認

す
る
こ
と
に
な
る
訳
だ
が
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
『
孔
子
廟
堂
碑
』
の
原
碑
の

真
相
を
伝
え
る
最
初
拓
の
善
本
で
あ
り
、
独
孤
本
（
世
の
中
に
た
っ
た
一
つ
し
か

伝
来
し
な
い
名
品
）
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
優
品
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確

認
で
き
た
。

　
（
追
記
）
図
版
製
作
に
あ
た
っ
て
、
三
井
本
を
碑
の
姿
に
貼
り
な
お
す
予
定
で

あ
っ
た
が
、
掲
載
図
版
の
文
字
が
小
さ
く
な
っ
て
見
え
に
く
く
な
る
た
め
、
陝
西

本
を
手
直
し
す
る
こ
と
に
し
た
。
現
在
、
陝
西
本
は
三
箇
に
断
裂
し
て
文
字
が
欠

損
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
三
井
本
に
は
欠
損
字
が
な
い
こ
と
も
原
碑
か
ら
の

最
初
拓
で
あ
る
こ
と
の
証
明
で
あ
る
。
ま
た
、
陝
西
本
の
最
終
行
に
は
碑
跋
「
推

誠
奉
義
。
翊
戴
功
臣
。
…
…
（
中
略
）
…
…
王
彦
超
再
建
。
安
祚
刻
字
。」
が
あ
る
。

王
彦
超
に
よ
る
陝
西
本
を
重
刻
し
た
内
容
で
あ
る
が
、
最
初
拓
で
あ
る
三
井
本
に
、

こ
の
碑
跋
が
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

５
．
結
語

　

三
井
本
『
孔
子
廟
堂
碑
』
の
真
相
へ
の
試
論
と
題
し
て
、第
一
章
に
お
い
て
『
孔

子
廟
堂
碑
』
の
概
説
を
行
い
、
第
二
章
に
お
い
て
虞
世
南
の
人
物
像
を
ま
と
め
、

第
三
章
に
お
い
て
翁
方
綱
の
研
究
の
『
孔
子
廟
堂
碑
』
を
点
検
し
、
第
四
章
に
お

い
て
『
孔
子
廟
堂
碑
』
の
原
碑
の
再
現
を
試
み
た
こ
と
で
、
以
下
の
五
点
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

復
元
本
『
孔
子
廟
堂
碑
』
の
十
行
目
下
部
か
ら
十
一
行
目
と
十
二
行
目
上
半
ま

で
の
欠
字
の
箇
所
、
ま
た
十
六
行
目
下
部
か
ら
十
七
行
目
と
十
八
行
目
上
部
ま
で

の
欠
字
の
箇
所
は
、
剪
装
本
に
仕
立
て
ら
れ
た
の
ち
、
ペ
ー
ジ
ご
と
脱
落
し
た
と

推
測
で
き
る
こ
と
（
第
一
点
）。

　

同
二
十
五
行
目
か
ら
二
十
九
行
目
に
か
け
て
の
下
部
に
ま
と
ま
っ
て
あ
る
欠
字

は
、
原
碑
の
損
傷
と
思
わ
れ
る
こ
と
（
第
二
点
）。

　

同
二
十
四
行
か
ら
二
十
九
行
目
に
か
け
て
の
下
半
に
は
補
筆
の
文
字
が
多
数
あ

っ
て
欠
字
の
箇
所
を
あ
わ
せ
る
と
、
二
十
四
行
か
ら
二
十
九
行
目
に
原
碑
の
損
傷

が
あ
っ
た
こ
と
（
第
三
点
）。

　

同
三
十
行
目
か
ら
最
終
の
三
十
四
行
目
の
連
続
し
た
欠
字
は
ペ
ー
ジ
の
脱
落
と

考
え
ら
れ
る
が
、
わ
ず
か
に
原
碑
の
文
字
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
原
碑
が
お
お
き

く
損
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
（
第
四
点
）。

　

復
元
本
『
孔
子
廟
堂
碑
』
に
お
い
て
欠
字
箇
所
と
補
筆
箇
所
を
除
い
て
、
残
さ

れ
て
い
る
文
字
に
は
損
傷
が
少
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
と
く
に
原
碑
の
二
十
四

行
か
ら
二
十
九
行
目
の
下
部
を
除
い
た
部
分
と
、
三
十
行
目
か
ら
最
終
行
ま
で
を

除
い
て
は
痛
み
が
大
変
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
（
第
五
点
）。
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こ
の
う
ち
第
一
点
に
指
摘
し
た
、
剪
装
本
に
仕
立
て
ら
れ
た
の
ち
ペ
ー
ジ
ご
と

脱
落
し
た
と
推
測
で
き
た
こ
と
は
、
と
く
に
従
来
の
研
究
が
文
字
ご
と
の
検
討
に

終
始
し
て
言
及
の
無
い
こ
と
で
、
本
研
究
が
始
め
て
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
第
二
点
か
ら
第
五
点
は
些
事
に
な
る
が
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
説
明
の
な
い

こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
指
摘
を
加
え
た
こ
と
は
本
稿
の
成
果
で
あ
る
。

図
版
資
料

『
書
道
全
集
』
７　

平
凡
社　

１
９
５
５

『
書
跡
名
品
叢
刊　

唐　

虞
世
南　

孔
子
廟
堂
碑
』
二
玄
社　

１
９
５
９

『
原
色
法
帖
選
』
１
２　

二
玄
社　

１
９
８
５

『
中
国
法
書
選
』
３
２　

二
玄
社　

１
９
８
８

羅
振
玉
審
定
・
至
精
宋
拓
『
孔
子
廟
堂
碑
』　

養
心
書
道
会　

２
０
０
５

参
考
文
献

『
旧
唐
書
』（
巻
七
二
）

『
新
唐
書
』（
巻
一
〇
二
）

『
書
道
全
集
』
７　

平
凡
社　

１
９
５
５

『
書
道
全
集
』
８　

平
凡
社　

１
９
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